グンシュウフン ト シュウマツキ コフン ノ ケンキュウ by 安村, 俊史
 
 
氏     名   安村 俊史 
学 位 の 種 類   博士（文学） 
学 位 記 番 号   第 5226 号 
学位授与年月日   平成 20 年 6 月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第４条第２項該当者 
学 位 論 文 名   群集墳と終末期古墳の研究 
論文審査委員   主 査 教授 栄原 永遠男      副 査 教授 塚田 孝      
          副 査 教授 井上 徹 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
序 章 群集墳と終末期古墳 
古墳時代終末期とも表現される７世紀は、国内の政治体制においても、対外関係においても激動の
時代である。終末期の墓制には、必ずこれらの変革が反映されているはずである。それを追求するた
めに、前段階の群集墳の様相を分析し、次いで群集墳の一形態でもある横穴について検討を加える。
どちらも、柏原市を中心とする河内の事例をとりあげ、それを当時の社会のなかに位置づけることを
目的とする。そのうえで、終末期群集墳の特質を明確にし、さらに横口式石槨などの終末期古墳全体
へと視点を広げることによって、７世紀の墓制について考える。このようにして、６～７世紀の墓制
の変化とその意義について考えることを本稿の目的とする。 
 
第１章 群集墳の成立を展開 
第１節 横穴式石室の導入 
 畿内の初期横穴式石室の事例を検討し、横穴式石室導入の契機とその背景について考えた。その結
果、畿内の初期横穴式石室にもさまざまなタイプがあり、それが導入された契機は複雑であると考え
られる。次に、河内を事例として、群集墳に横穴式石室が導入される状況について検討を加えてみた
ところ、やはりさまざまなタイプがみられるものの、その中心は、柏原市高井田山古墳の系譜上にあ
ると考えることができた。そして、この高井田山古墳の横穴式石室が畿内型横穴式石室ともよばれる
その後の畿内に展開する大形横穴式石室へも大きな影響を与えていると考えられる。 
第２節 高井田山古墳の意義 
 その高井田山古墳の横穴式石室の出自について検討し、その形態・構造から、百済漢城期の横穴式
石室に起源を求めた。その年代は須恵器の型式から 480～490 年とし、須恵器の副葬、釘を使用した
木館の採用、夫婦と推定される二館並列埋葬、そして特異な副葬品などから被葬者を王族に匹敵する
ような百済からの渡来人と考えた。渡来の背景は、高句麗の南下によって公州へ遷都せざるを得ない
ような当時の百済の混乱が原因と考えた。彼らとともに渡来した技術者集団が大県遺跡で鉄製品の生
産を開始し、その横穴式石室が周辺の古墳でも採用されている状況から、高井田山古墳の被葬者は、
その後の河内の動向に大きな影響を与えたと考えられる。 
第３節 平尾山古墳群の成立と展開 
 1400 基以上の古墳から構成される平尾山古墳群について、基礎的な資料の整理と分析を試みた。
その結果、石室の形態は４系統に分けられ、大形の両袖式石室は大和の大形横穴式石室の展開と連動
する一方で、他の系統は平尾山古墳群独自の展開をすることが明らかとなった。次に、棺配置は二館
並列埋葬を基本とし、これが高井田山古墳から７世紀末まで踏襲される。副葬品は、武器・武具が少
なく、装身具が中心となることから、文官的性格の強い被葬者集団が想定される。また、釵子などの
副葬から、渡来系氏族との関係が想定される。山麓部から造営された古墳は、やがて山間部へと墓域
を拡大し、現状のような 
大群集墳を形成するに至ったと考えられる。 
第４節 河内の群集墳 
 河内の四大群集墳ともよばれる山畑古墳群、高安古墳群、一須賀古墳群について分析を加え、平尾
山古墳群と対比することによって、各群集墳の特質を明らかにした。その結果、立地や分布、形成時
期、埋葬施設の形態、副葬品などにおいて各群集墳に顕著な差異が認められ、その差が被葬者集団の
差に基づくものではないかと考えた。すなわち、山畑古墳群の被葬者集団は騎馬兵を含む軍団を構成
するような在地の集団、高安古墳群は集団内部の階層差の顕著な在地の集団、平尾山古墳群は渡来系
氏族を含む文官的性格の濃厚な集団、一須賀古墳群も渡来系氏族を含む集団と考えられるが、釵子を
特徴的な遺物とする平尾山古墳群と、ミニチュア炊飯具を中心とする一須賀古墳群の集団とは、被葬
者集団の出自などに差が存在すると考えられる。 
 
第２章 横穴と線刻壁画 
第１節 高井田横穴群 
 高井田横穴群についての分析を試みた。まず、横穴の構造について、さまざまな角度から検討を加
え、その特徴を見出した。次に、出土須恵器の検討や小支群の検討によって編年を試みたが、横穴群
全体に共通する編年基準は十分に見出せなかった。視点を変えて、横穴の構造や棺配置から、横穴の
系譜について検討を加え、肥後地域との関係を想定した。 
そして、出土遺物にも検討を加えた結果、高井田横穴群の被葬者集団は、従来言われてきた渡来系氏
族ではなく、肥後地域から移住してきた石工集団だったのではないかと考えた。 
この石工集団が、土師氏の下に組織された集団だった可能性についても言及した。 
第２節 安福寺横穴群と玉手山東横穴群 
 安福寺横穴群と玉手山東横穴群について、横穴の構造や副葬品から検討を加え、その特質を明らか
にした。次に、安福時横穴群の横穴を中心に、横穴の造墓工程の復元を試みた。 
横穴には、かなりの数の未完成横穴がみられ、これらの横穴にも埋葬が行われていることから、寿墓
であった可能性を指摘した。しかも、墓道・羨道部分の仕上げが丁寧になされていながら内部の仕上
げの雑な横穴が多いことから、外観を強く意識していたと考えた。 
第３節 横穴の伝藩と展開 
 畿内を中心に、各地の横穴の伝藩と展開について検討した。まず、高井田横穴群の横穴は筑前・肥
後地域からの伝藩によって成立したものであり、安福寺・玉手山東横穴群とともに、土師氏のもとに
組織された造墓に携わる集団を被葬者集団と想定した。次に畿内の横穴の成立についての検討を加え、
龍王山横穴群と山城南部の横穴は、北部九州からの伝藩によって成立し、山と北部の横穴は山城南部
の横穴、他の大和の横穴は龍王山横穴群からの影響によって成立したと考えた。さらに全国の横穴の
伝藩についても概観した。その結果、全国的に北部九州を中心とする九州から横穴が全国に直接伝藩
している状況が読み取れた。伝藩の背景については明らかにできないが、河内においては、中央の方
針による石工集団の移住をその要因に考えた。 
第４節 高井田横穴群の線刻壁画 
 高井田横穴群第３支群５号横穴の線刻壁画について、その意味するところを検討したうえで、高井
田横穴群にみられるさまざまな線刻壁画について、画題ごとにその意味について考えた。さらに線刻
壁画が描かれた理由や、古墳時代に描かれたと判断する根拠などを明らかにしたうえで、線刻壁画は
古代人の死生観を表すものと、死後の世界および墓室を守護するものとから成り立っていると考えた。 
第５節 装飾古墳の分布と伝藩 
 全国に分布する装飾古墳について、彩色系、線刻系、浮彫系の別に分布と伝藩について検討した。
その結果、九州意外の装飾古墳の起源はすべて九州にあると考えられる。そして、彩色系の装飾につ
いては、絵師手段の移動などを伴った可能性が考えられ、特に茨城県など関東北部や東北南部への影
響が想定される。これに対して、線刻系の装飾は、九州からの影響によって成立するが、各地で独自
に展開をとげたものであり、アイディアのみが伝わった可能性も考えられる。石室あるいは横穴を構
築する集団と彩色壁画を描く集団、線刻壁画を描く集団はそれぞれ異なっており、互いに交流は想定
できるものの、セットとして存在するものではなかったと考える。 
第３章 終末期古墳の展開 
第１節 終末期群集墳の一形態 
 通常の群集墳において造営が停止される７世紀代になって、新たに形成される群集墳を終末期群集
墳とし、柏原市の田辺古墳群と平尾山古墳群雁多尾畑第 49 支群について分析を加えた。それまで複
数の家族によって造墓された群集墳と位置づけられてきたが、分析の結果、一あるいは二系譜によっ
て二基一対の造墓が繰り返されていることを明らかにした。 
そして、これを家族によって世代ごとに築かれた夫婦墓と想定した。夫婦は西に夫、東に妻を埋葬す
るという原則を持つ。そして、夫婦墓が造営される背景に、編戸により戸主の地位が明確になったと
いう現象があるのではないかと考えた。 
第２節 終末期群集墳の特質 
 近畿の終末期群集墳の事例について、群の造営時期や形成過程について分析した。そのうえで、終
末期群集墳の特徴を埋葬施設の多様性、立地の分布副葬品の変化、二基一対の造墓という視点から整
理した。そして被葬者集団についても言及した。さらに、終末期群集墳の盛衰や埋葬施設の変化から、
墓制の変革について考え、７世紀前葉から中葉にかけての複葬から単葬への変化、７世紀中葉から後
葉にかけての横穴式石室の衰退に画期を見出した。また、多くの終末期群集墳は７世紀後葉、おそら
く天武朝をもって造墓を終える。 
その中でわずかであるが、８世紀代に火葬墓の造営が続く終末期群集墳が見られる点にも注目した。 
第３節 火葬墓を内包する終末期群集墳 
 終末期群集墳の大半は７世紀代で造墓を終えるが、８世紀代になっても火葬墓を造営するものがみ
られる。これらの事例について整理したうえで、火葬墓の出現と展開について検討した。その結果、
終末期群集墳から継続して火葬墓が営まれる群と、その間に数世代の空白期間が認められる群がある
ことを明らかにした。そして、空白期間が存在する群については、実際に造墓が停止されている場合
と、造墓は続けられているのだが、確認できない場合があるのではないかと想定した。そして、その
多くは８世紀代のうちに造墓を停止する。律令制の変質とともに、限られた墓域に戸主を中心とした
造墓を続けるという造墓体制に行き詰まりが生じたためであろう。 
第４節 群集墳と横口式石槨 
 終末期古墳としての一形態である横口式石槨墳が、群集墳内に存する場合がある。これらの事例を
分析し、それらの群集墳の造営開始が６世紀末葉から７世紀初頭、終了が７世紀前葉から後葉と、通
常の群集墳よりも開始・終了ともやや遅れるという特徴を見出した。 
そして、横口式石槨の築造をもって造墓を終える例が大半である。これらの事例について、 
群集墳を造営した集団のなかから、中央政権内で官人として活躍したような人物が横口式石槨を築く
ことができたのではないかと考えた。また、その背景に、寺院建立などに携わる横口式石槨を築き得
るような石工集団の存在を想定した。 
第５節 河内の終末期古墳再検討 
 シシヨツカ古墳を出土須恵器から６世紀末葉の年代と考え、横口式石槨も花崗岩の切石技術もその
時期に導入されたものであると考えた。そのように考えると、従来考えられてきた終末期古墳の編年
に大幅な変更を迫ることになる。アカハゲ古墳、ツカマリ古墳は当然のこととして、他の横口式石槨
の年代もかなり遡ることになる。また、切石による岩屋山式石室年代観も遡ることになる。シシヨツ
カ古墳は朝鮮半島の技術を導入して築かれたものと考えられる。そうだとすれば、完成した形態の横
口式石槨や切石技術が導入当初から存在したと考えても不思議ではない。従来のように、発展段階的
な型式変化のみで編年を試みる必要はないであろう。 
第６節 終末期古墳の展開 
 終末期古墳の編年を再検討したうえで、６世紀末葉から次第に単葬が広まっていく現象を整理した。
そして、大形横穴式石室から群集墳まで、古墳の簡略化、単葬化という現象が確認できた。その背景
には墓制に対する規制と、埋葬に対する意識の変化があったと考えられる。終末期古墳にみられる墓
制の変革は、７世紀前葉の単葬化と、７世紀後葉の横穴式石室の消滅、横口式石槨の羨道消滅、終末
期群集墳の終焉に二つの大きな画期を見出すことができる。前者は推古朝における官人の採用などに
よる個人重視の政治体制の出現に要因がある。後者は天智朝もしくは天武朝における政治体制の変革
に要因があると考える。 
 
終 章 ６～７世紀の墓制の変化とその意義 
 ６世紀前葉から形成されはじめた群集墳は、６世紀後葉にピークを迎える。その後、７ 
世紀初頭から前葉には、群集墳の終焉、無袖式石室の盛行、単葬化などの変化を伴う大きな画期を経
る。その原因は、推古朝における政治体制の変化にあると考えた。そして、７世紀後葉には大形横穴
式石室の消滅、横口式石槨の変化などとともに、皇族や上級官人らのみが古墳を築くことが許される
ようになった。群集墳においても、小石室や木棺直葬などに変化し、モニュメントとしての古墳から
単なる埋葬施設への転化が認められる。この７世紀後葉を最大の画期と評価したい。これら６～７世
紀の墓制の変化には、中国や朝鮮半島との交流や政治体制の導入などが大きく反映している。天皇を
中心とする律令国家形成への過程が、墓制に見事に反映されていると考えられるのである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
  本論文は、７世紀における畿内の終末期群集墳や横口式石槨などの検討を綿密に行い、それを社会
の中に位置づけることを通じて、古墳時代終末期における墓制の変化の意義を明らかにしようとする
ものである。 
 序章「群集墳と終末期古墳」につづく第１章「群集墳の成立と展開」において、横穴式石室が日本に導
入され、それが畿内を中心に展開していく過程が明確にされたことの意義は大きい。これにより、日本に
おける横穴式石室の系統、展開過程が、今後より一層明確に把握されていくことになるであろう。また、
大群集墳ごとに基礎的分析を行い、それを相互に比較検討するという考古学の王道を行く手法により、
被葬者集団のちがいによって各群集墳の特色が明らかにされた。これは、従来の群集墳観に大きな変
更を迫るものである。 
 第２章「横穴と線刻壁画」では、大規模横穴群である高井田横穴群に関する基礎的データの整理を
堅実に行い、説得的な結論を導き出している。被葬者集団を渡来系氏族とする通説を否定したことや、
横穴の影響関係を総合的に明らかにしたことは、横穴観の変更を迫るものである。装飾古墳の基礎的
研究として研究を新たな段階に引き上げた。 
 第３章「終末期古墳の展開」は、終末期群集墳に始めて正面から取り組み、終末期群集墳の特色、
画期等を明らかにした。終末期群集墳研究の基礎となる重要な成果として十分に評価できる。また６
～７世紀の古墳の動向を全体的に取りあげてスケールの大きな検討を行ない、７世紀前葉と後葉の二
つの画期を設定し、これを推古朝と天智・天武朝に行われた変革に対応するものと位置づけている。
考古学研究の成果を文献史学の成果に積極的に対応させていこうとする姿勢を示し、文献史学の研究
にも刺激を与えるであろう。 
 終章「六～七世紀の墓制の変化とその意義」では、律令国家形成への過程が、墓制に見事に反映されて
いることを指摘している。 
 以上のように、本論文では、群集墳と終末期古墳に関する考古学的なデータの収集とその検討が徹
底して行われており、それによって数々の新知見・新見解を提示しており、当該問題に関する研究の
水準を一挙に引き上げたと言って過言でない。これにより、今後の研究は、本論文を基軸にして展開
していくものと考えられる。文献史学の成果と積極的に切り結ぼうとしている点は、今後文献史学か
らの研究を誘発していくと考えられる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
